
●性感染症予防講義 
 
〇「性感染症予防講義」を開催しました。 
令和 6 年 5 月 15 日（水）に本学 A314 教室にて、大阪藤井寺保健所地域保健課の寺田様と木曽様を講師

にお招きし、性感染症についてご講義いただきました。参加者は体育会系クラブの 1 回生選手・1 回生マ

ネージャーの 178 名、2 回生以上の部員及びキャプテン・マネージャー54 名の計 232 名でした。 
 
 講義では、性感染症の病気と症状のこと、感染経路と予防方法についてお話いただきました。保健所内

の相談窓口や検査の流れについても、写真を用いて説明して下さり、何か困り事がある時には安心して

相談できる場所があることが学生にも伝わったと思います。 
 
大阪府藤井寺保健所のご厚意にて、講義動画を保健センターHP に掲載します。 
一般の学生の皆さんも性感染症の知識を深める機会になれば幸いです。 

 

 

 

▶「性感染症予防講義」動画はこちらから (※大教 Gmail アカウントでのみアクセスできます。） 
https://drive.google.com/drive/folders/1LplwIjOO6S-ZQUdqqrF3ELj0GwzDRYMD?usp=drive_link 
 
▶アンケート結果は次のページに載っています。 

        ↓↓↓↓ 

  

https://drive.google.com/drive/folders/1LplwIjOO6S-ZQUdqqrF3ELj0GwzDRYMD?usp=drive_link


【性感染症予防講義に関するアンケート調査結果】

≪特に分かりやすかった点、改めて気づいた点≫
理解が深まりました。とても興味深かった。
とてもいい機会になりました。
わりと知っているつもりになっていたと感じた。初めて知ることや勘違いしていたことが思っていたよりも多く、認識を改めようと思う。
教育実習が近く、保健体育を担当するのでこのタイミングで講義を受けることができて良かったと思う。
性感染症を予防すべき機会がくれはなあと思いました。
恥ずかしかったです
正しい知識を身につけることができたと思います。
命に関わることなので、いい勉強になった。他人事だと思わずにしっかり予防したい。
コンドームの重要性がわかった
流石、大学のセミナーだなぁと思いました
いつ自分がなるか分からないので勉強できてよかった
無料匿名で検査を受けられるのを知らなかったので知れて良かったです。
性感染症について知ることでしっかり対策しようと感じた。
性感染症は症状がでない場合もあると聞いて怖いからしっかり対策しようと思いました。
早く予防したいです
正直恥ずかしいと感じる部分はある内容の話だけどそれ以上に大切な話だと思った
保健所などに相談したことが親には知られないということに驚いた。何か不安に思うことができたら保健所に相談してみようと思った。
性感染症は感染から発症までの期間がかなり長いということが分かりました。
怖いけど、ちゃんと調べて対処すれば問題ないということがわかりました。
自分はまだそういうことが無いと思っていたけど、他人事だと思わずにきちんと考えないといけないと思った。
もし感染すれば恥ずかしがらずに病院に行こうと思います。
感染症予防は大切なので確実に行おうと思います。
知らないこともあったので知れて良かった
比較的直接的な内容だったので性感染症のリスクや予防について改めてよく理解できた。
近年エイズが増えているということは大学のトイレに貼ってあるポスターで知っていた。性行為をする年齢が下がってきているということ
もあるので、今日学んだ「エイズは昔とは変わって不治の病ではなくなった」ということを覚えておいて、将来自分が教師になった時の児
童や自分の身の周りの人にそのようなことが起こった時に正しい知識でアドバイスができるようにしておきたいと思った。
中高の授業の中でも内容には少し触れられていたが、保健所に匿名で相談出来ることは初めて知った。

　　　
                 ≪学生からいただいた質問と回答≫
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アンケート回答者内訳（アンケート回答数228人/250人受講, 未回答者22人）

1回生部員（選手）

1回生マネージャー

2回生以上部員（主将・副主将除く）

2回生以上マネージャー

主将・副主将

57%

43%

梅毒が全国で流行していることを知っていましたか

はい

いいえ

72%

28%

ピルが性感染症の予防にはならないと知っていましたか?

はい

いいえ

70%

30%

保健所等で無料・匿名で検査・相談できることを知っていましたか？

はい

いいえ

100%

何か不安なことが起きたときに保健所に相談しようと思いますか？

はい

いいえ

講義前

Q.銭湯などで感染者が先に入っていれば感染することはありますか？

不特定多数が利用する銭湯や温泉、サウナでは状況によってはごく稀に性感染症に感染することがあります。
たとえばトリコモナス原虫やシラミ（寄生虫）が付着していた風呂イスや床、浴槽と性器の接触があった場合に感染することもありますが、その他のHIVなどの感染
症については、全く可能性がないとまでは証明できませんが、可能性は低いと考えてもいいでしょう。

予防方法としては、銭湯や温泉、サウナなどの場所では裸のまま直接床に座ることは避け、風呂イスを使用する際はお湯で座面を流し、タオルを敷くなどして性器
が直接触れないように心がけてください。
また性感染症に感染する危険性という点では、銭湯や温泉、サウナでの接触感染と比較すると圧倒的に性交渉で感染する確率は高くなりますので、性交渉時にコン

ドーム装着を行うことがより重要な予防方法といえるでしょう。

71%

29%

HIVは血液、精液、膣分泌液、母乳に存在していると理解できましたか？

よく理解できた

まあまあ理解できた

あまり理解できなかった

理解できなかった

75%

25%

0%

0%
HIV・梅毒は無症状の時期があることを理解できましたか？

よく理解できた

まあまあ理解できた

あまり理解できなかった

理解できなかった

80%

20%

ピルが性感染症の予防にはならないと理解できましたか？

よく理解できた

まあまあ理解できた

あまり理解できなかった

理解できなかった

講義後

講義前にピルが性感染症の予
防にはならないと
知らなかった人も、講義後に
は理解できたことが
分かります。
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